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ので も 時間に は、 きっちり 着かなければ なりません。 

今度の ドイツ人の クロック 先生 は、 じょうだん ロー つ 

き、 ません。 八 時 十五 分 前から、 もう 教壇に っッ 立つ 

てゐ ます。 ぢ きわき に はふと い 杖が そな へて あります _ 

おくれて 来た もの は それでもって なぐりつけられ るの 

です。 だから 小さな 中庭に は、 急いで かけつける 木靴 

の 音が つ V き、 教場の 戸口のと ころで 「はいご と、 い 

きをき らして、 あえぎ 叫ぶ 声 を 聞かなければ なり ませ 

ん。 

この おそろしい ドイツ人に たいして は、 何 一 つ、 に 

げ 言葉が きゝ ません。 「母さんが 洗濯 昜に 下着 を はこ 



うに 手の指 や 背中 や、 そこら じゅうに、 ぶたれ た あと 

の 赤い あざ をつ けて かへ るので、 父 は、 私 を 寄宿舎へ 

入れました。 

しかし、 寄宿舎 はとても、 つらくて、 なれる までが 

中々 でした。 それ は 寄宿生に とって は クロック 先生の 

ほかに、 クロック 夫人が ゐ るからで す。 夫人 は 先生よ 

り も、 もっと 意地の わるい 女です。 その上に 小さな ク 

ロックの 一群まで がゐ るので す。 その子た ち は、 寄宿 

生 を はしご 段で 追つ かけ ま はします。 フランス 人 はみ 

んな なまけもの だと どなります。 た、 V 幸な ことに、 曰 

曜に 母さんが 私に 会 ひに 来て くれる ときには、 いつも 



食べ もの を どつ さり も つ て 来ました。 

クロックの 家中の もの は、 だれも かれ も大 もの 食 ひ 

なので、 母さんの もって 来た もの をぱ く/ \ 食べ まし 

た。 それで、 私 だけ はこの 家の人た ちが、 かなりよ く 

世話 をして くれる やうに なりました。 



二 

私たちの 仲間だった 子で、 私が いつも、 をし い 子 だ 

とお も ふの は ガス パ— ル • へ ナンです。 ガス パ ー ルも、 



やはり 一 しょに 屋根 うらの 小さな 部屋に 寝かされ まし 

た。 二 年 まへ に 両親に なくなられた 子で、 粉 ひき 業 を 

して ゐる 叔父が、 厄介 ばら ひに、 ハ メル 先生に たのん 

で、 すっかり 学校へ まかした のです。 

ガス パ— ルは 来た ときには 年 は 十だった のです が、 

大 がらな ので 十五ぐ らゐに 見えました。 ガス パ ー ルは、 

その 年まで、 学校で 本 を を そ はる なぞと いふ こと は 夢 

にも 考 へず、 一 日中 家の 中 を 走り ま はり、 外で あそび 

くらして 来たので した。 それです から、 学校へ 入れら 

れ ると、 つながれた 犬が くんくんな くのと 同じ やうに、 

た、 V 泣いて ばかり ゐ ました。 



たりして、 一人で あそんで ゐ ました。 しかし、 かへ る 

とき、 整列す ると、 ガス パ ー ルが 一 人 だけ ゐ ません。 

みんなで さがし ま はり、 よび 立てました。 ガス パ ー ル 

は、 にげ 出した のです。 クロック 先生 はいきり 立ち ま 

した。 先生の 太い 顔が まつ 赤な 色に なり、 舌の さき は 

ドイツの、 のろ ひの 言葉で こ は、 V り もつれました。 

先生 は、 みんな を つれて かへ つた 上、 私と、 もう 一 

人、 大きな 生徒 を つれて ガス パ— ルの 叔父のへ ナンの 

水車 場へ 向って いきました。 

夜に なりました。 どの 家で もみん な 窓 をと ぢて よく 

もえた 火と、 日曜 曰のお いしい ごちそうと であた、 ま 



「あ、、 さう だよ。 ぼく は にげて 来たんだ よ。 二度と 

学校に いきたくないん だよ。 ぼく は ドイツ語 なんか I 

I どろぼうの、 人殺しの 言葉なん か、 話さない よ。 父 

さんや 母さんの やうに、 フランス 語 を 話した いんだ 

よご 

ガス パ— ルは、 怒りで ぶる/ \ ふるへ ながら、 す さ 

まじい、 けんまくで、 かう、 どなりました。 

「おだまり、 ガス パ ー ルご と 叔父 はお さへ ようとし ま 

した。 でも 何もの も ガス パ— ルを とめる こと は 出来 ま 

せんでした。 クロック 先生 は、 

「かま ひません。 かま ひません。 ほっときなさい。 私 



がい まに 憲兵と 一 しょに つれに 来ます ご と、 あざわら 

ひました。 大きな ほう 丁が ティ ブルの 上に のっかって 

ゐ ました。 ガス パ— ルは、 それ を、 むづ りと つかんだ 

ので、 先生 は あとす ざり をし ました。 ガス パ— ルは、 

「い、 とも、 憲兵 を つれて 来い よ。」 と、 どなりました 

叔父 はこ はくな り 出した と 見え、 とびか、 つて その ほ 

う 丁 を もぎと りました。 ガス パ ー ルが、 

「ぼく はいかな いよ。 いかな いんだい ご と、 さけび 

つ、 V ける の を、 人々 はよ つてた かって、 そこいら へし 

ばりつ けました。 ガス パ ー ルは歯 をく ひしば リ、 あわ 

を ふいて、 



「をば さ ァんご とよび ました。 叔母さん は、 泣き ふる 

へながら 一 一階へ 上って しまって ゐ ました。 

馬車の したく をす る 間に、 へ ナン は、 私たちに 食事 

を させようと しました。 私 は、 ひも じい どころ では あ 

りませんでした。 クロック 先生 だけ は、 むさぼる やう 

に 食べました。 へ ナン は、 ガス パ— ルが 先生と ドイツ 

皇帝 をの、 しった こと を、 くり かへ し/ \ 先生に わび 

ました。 憲兵が おそろしかった のです。 



星の 光りが 風で を どり ました。 私たち は 白い 氷った 

道 をす、 みました。 もう 水車から 遠く はなれて、 せき 

の ひ y きもき こえません。 そのと きよわ/ \ しい、 訴 

へ る やうな 泣き声が ふいに 車のお くから 聞え 出し まし 

た。 その 泣き声 は、 私たちの、 アルザスの 方言で 言 ひ 

ました。 

「放して おくれよ、 クロック 先生 ご 

それ はいかに も 悲しい 声だった ので、 私 は 目に 涙が 

にじみました。 クロック 先生 は 意地 わるさう に 笑って、 

馬に むち を あてながら、 うた をうた ひました。 

しばらく すると、 また 泣き声が おこりました。 



「はなして おくれよ、 クロック 先生。」 

やはり、 ひくい、 かなしい、 機 かい 的な 調子でした。 

かはい さう に、 ちょうど お祈り をで も 暗誦して ゐるゃ 

うに、 つづけました。 

とう/ \ 車 はと まりました。 私たち は 学校へ もどつ 

たのです。 クロック 夫人 は、 校舎の まへ に、 がんどう 

ぢ ようちん を も つ て 待って ゐ ました。 

夫人 は ひどく おこって ゐて、 いきなり ガス パ ー ルを 

ぶちのめさう としました。 クロック 先生 は、 それ をお 

さへ とめ、 意地 わるさう に 笑って 言 ひました。 

「あす 計算 をつ けよう。 今晩はもう たくさんだ ご 



底本 ： 「日本 児童文学 大系 第 一 〇 巻」 ほる ぷ 出版 

1978 (昭和お) 年 U 月^日 初 刷 発行 

底本の 親 本" 「鈴 木 三重 吉 童話 全集 第 八卷」 文 泉 堂 

店 

1975 (昭和^) 年 9 月 

初出 ： 「赤い 鳥」 赤い 鳥 社 

1931 (昭和 6) 年 2 月 

入力 .. 

校正 ： 浅 原庸子 

2 00 7年4月2日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



